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　　　　　　　1）
　　の前額腺

柳　井　隆　一

　本種の前額腺は，発生および形態に関して佐口（1915）の報皆が一例あるのみで多艀化と
　　　　　　　　　　　　　　　2）
の関係についてもまだ記載がない。また，両棲類の前額腺の起源ならびに艀化後の経過につ

いての著者の薪しい見解は本種にも適用されることが分ったから多本報は1ご牝らの講点を主

として組織学的に取扱う。材料は松江市酎近のもの。．固定および染色は從來と同じ。

　　A前額腺⑳発生
　著者の報皆した他の両棲類（柳井，1950，51，52）と同様に至本種においても紳経胚期の紳

経冠ぱ完全に表皮下に隠れすに，楴経摺の表皮に接する梯経冠細胞の一部は換を打ちこんだ

ように表皮中に割込んで〉・て1こ牝が前額腺発生の幸駆となるて第1図A）・レかし楴経溝閉

鎖以後ば無尾両棲類と多少異なり，イモリとよく似ている。鵡経冠は俄に分裂増殖して下部

は梯経管背側部の間隙を埋め，上部は先駆をなした割込綱胞とともに表皮申に割込んで背側

正中線にそって体表に露出する（第1図B）。前額部以外は間もなく表皮下に埋漢するが（或

はそのまま表皮紬胞に韓化するとも考えられる），前額部たけはその後碑経冠の下降が起っ

ても露串した部分はそのまま残留して前額腺の原基となる（第1図C）。原塞の細胞はイモリ

の場合よりもっと特徴に乏しく隣接する表皮細胞と区別しがテこい。ま牝，分裂傑もはるかに

多い、こ牝がため碑経冠から前額腺が起來する経過は無尾類のように明白でないが，弐の理

由から著者は紳経冠起來を結論する。

　i）前額部表皮に残留する碑経冠細胞の範囲と前額腺紬胞の分布との一致師申経冠→前額

腺を示凌する。また，原基の細胞は切片の観察では大きさその他から，表皮の一部と見るよ

り梯経冠のつづきと見る方が自然である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ）
　i1）本種の頭部紳経冠の生体染色の実験（市川，1933）によって至中1後悩部は遠に下降

して種々の組織に分化するが前悩部は移行性に乏しいことが明らかにさ牝て〉・る。との事実

は前額部の紳経冠の一部が下降せすに剛額腺に分化するとすれば容易に説明できる。
　　　　　　　　　　　4）
　前額部の楴経冠も23期を越すと残留部以外は下降を始め26期でぼぼ艦り，表皮中に割込ん

で残留しプこ部分ば前額腺の原基として群めら牝る。原基はその後も頻繁に分裂嬢や割込嬢を

　　　　　　第　表　前額腺綱胞の発生抽よ．ぴ退化の紐過を前額正酉中央部の細胞の高

　　　　　　　　　　さの変化によつて示す

　　　　　　　　　　　　　瞬　化　前　　　瞬化後

発生段階262830323436384041．43454850
細胞の高き（；五）　25　25　34　36　38　46　55　60　58　53　48　33　29
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1）両棲類囎化腺の研究第8報
2）有尾両棲類の前額腺の文献は柳井（1952）イモリの前額腺，動物学雑誌61審を参照されたい

3）市川衛（1947）実験形態学年報3輯50

4）　珂ヨ要栖よび市川斎　（1947）イ毛り発生瑛階規準改訂図表による
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示して増大するが，細胞の高さに変りはなく腺分化は全く認められない（第1表および第2

図26）。以上の経過はほ1ぼイモリと同様で，楴経冠細胞の割込直後に腺分化の起る無尾類に

比べると著しい違いで，有尾類と無尾類との艀化期の大きな開きに関蓮がある。

30期に達し平衡桿が現牝ると前額腺に始めて腺分化が起る。細胞は高さを増し頂端部にか
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　　　　　　第亙図　前額腺の発生拍よぴ形態。

発生段階は数字によつて，断百の位置拍よぴ前額腺綱胞の分布は胚の外形

によつて示す。af前額腺原基，e表皮紬胞，f前額腺紬胞，fb前脳，
nc神経冠，nf紳経禰，cp碑経板。
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すかに分泌粒が現作る・その後前額腺は：平衡桿の伸長と平行して発達する。36～37期で分泌

粒は明瞭となりますます増大しタ平衡桿が発達の極致に達した艀化直前の40～41期に．なると

前額腺は分泌粒を充満して発達の頂点に率する（第1表および第2図30～40）。

　　風前額腺⑳形態　（贈化直前の記載）

　外形ば胚の外観でもよく分る。腺域は色素細胞を全欠して隆起し，×30～X50では個々の

前額腺細胞を栂色の

小点として指摘でき

る（第1図右側）。前

端は左右の鼻階前縁

を蓮ねる線まで延

び，後端は眼間後緑

に当る中脳と後脳と

の境界で終るδ左右

の拡りは眼の前縁に

届カ主充後方への伸

びは眼間後縁に達し

ているのでイモリと

区別できる。またイ

モリのように位置に

大きな移動は帥・舶一　　。8　　・り垂
腺紬胞は表皮紬胞を
　　　　　　　　　　　　　第碧図、前額腺紬胞の発生および退化の経過。数字は発生段
混えて、1～3個あて　　　　　　　　　階を示し，上段は婿化前，下段は婿化後。　c小皮

主として前額正面に　　　　　　　織P色素粒・s分泌粒・▽空胞・y卵黄粒・

分布している。棲断では前額部15～20個（第1図D），眼間剛部5～10潤茅眼間後部O～5個，

腺細胞は棲より上部に好ヱオシン性の分泌粒を充満し，その大きさは1イモリと無尾類との中

間。頂端ぽ他に類のないほ一ど大型の小皮緑をそなえて表面から突出している。色素粒は斗モ

リと同様で無屠類に比べて著しく少なく，分泌粒に混って分散しているが頂端にはない。基

底にはまだ卵黄粒が可蔵り残っている。本種の特徴として室胞はまだ現牝ない（第2図40）、

　　α駒額腺⑳退化　（鰐化後の記載）

前額腺カ嚇化直前に発達の頂点に達し，鰐化後は下り坂となるが荷旺んに分泌をつらけ，’

或時期（無尾類では吸盤，有尾類では平衡桿に退化が始まる）になると俄に急激な退化が起

るごとは著者の記載した多数の両棲類（柳井1950，51、一52）に見ら牝る通則で曾本種もその例

にもれない。

艀化直後の41期では，腺紬胞は小皮縁を失い細胞の高さもやや滅り多核の上縁叉は周囲に

は特徴ある新月秩の室胞を生じ退化の兆侯を示すが多まだ分泌粒を充満し基底には僅かでば

あるが卵黄粒さえ撃っている。．艀化後17目45期（水温5～12℃）までは前額腺は表皮の隆起と

して認めら牝。腺細胞の高さも分泌粒も．さぽど滅らない（第1表および第2図45）。邊化がき

わめて緩漫であるごとがある。この頃までは水20ccに20～30匹入れておけば，まだ鰐化し

ない胚の卵膜数個体分を溶解する力がある。

鰐化後25目フ48期里平衡桿に退化が始まると前額腺に戯に激しい退化が起る。退化は著者



鴉

の記載した他の両凄類と同様に、色素粒の凝集と室胞の膨脹によって崩潰する過程とます棉

す萎縮して途に消夫する過程との二つ牟ある。崩潰する腺細胞は1先す後端部に現牝間も底く

全面的に続出する。他の腺綱胞も著しく小形となり、分泌粒はかすカムに頂端に名残を止めて

いる（第1表および第2図48）。艀化後36目，50期多平衡桿が痕跡的になると腺細胞は上生体

より前方に局限さ牝1／3～1／4に滅じ、54～55期頃までに前額腺は完全に消失する。

　本種の前額腺もまたイモリと同様に多発生および退化の経過が平衡桿と同時的に平行する

から茅雫衡桿と吸盤との相同関係は本種においても裏書きされる、しかし表皮申に分化する

Leydi9氏紬胞および色素紬胞に関しては1本種とイモリとの間には時期の上で大きな開きが

ある・Leydig氏細胞はイモリでは贈化前の38期で現わ牝，艀化嘩の一つではあるまいかと

疑わ牝るが，本種では鰐化後の43期で現われ艀化には無麗係である。また，色素細胞はイモ

リでは前額腺細胞の崩潰と前後して現わ牝事前者から後者への轄化を疑われるが，本種では

すでに贈化前に現われるから色素細胞が一元的で亭れば轄化はありえない。Leydig氏細胞

が贈化に関係のないこと多ならびに前額腺紬胞から色素細胞への轄化が威立しない‘ことはす

でにイモリについて署者によって明らかにされているがラ本種との比較によ；て立証され之

のは興味が深い。

　　D1卵膜およぴ麟化⑳観察

　1）卵膜の変化
　本種の山陰地方における産卵は3月上旬から4月上旬までとさ牝ているが，松江附近では

全國にさきがけして1月上中旬に行わ牝る。プ卵塊の卵数は100～120胴。卵塊は丈夫な外皮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（嚢卵）で包ま牝多内部の卵は個

　　　に）　　　　　　　　・に塞天風卵殻膜（・重）およ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／づ　　び卵黄膜の3種の卵膜で包ま仏
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　　第茜図卵塊（A）および卵膜（B）の模式図。

C卵殻膜，e卵嚢（卵塊の外皮），j寒天厨，▽卵黄膜

、砂

B

何れも球扶である（第3図）。イ．

モリの楕円扶の卵膜に比べると

卵嚢は外暦に，寒天暦は中暦に，

卵殻膜ば内暦に相当する。

　卵黄膜は始め卵表に接着し卵

殻膜から離牝ているが至弐第に

卵から離牝て膨脹し卵殻膜1g接

近する。30期で殆んど接着し多

35期をすぎると完全に密着し外観では区別で書なくなり，そのまま艀化まで残る。25～26期

セ大部分胚表に接着したままで完全に溶け去るイモリの卵黄膜とば牟いぶ違う。卵殻膜もま

牝発生の進むにつ牝て艀化に至るまで膨脹する。食塩，尿素在どばごれらの膜を透過し多ア

ルフミン’は透過しない。前者の高張液では容積ばさぽど変化しないが，後者では著しく牧縮

する。從って膨脹は蛋白性湊透圧によるものと思わ牝る。
　　1）
　卵膜の膨脹は一様には進まない。卵嚢から取出した4個体について22期からの連続観察

（水温5～1ぴC）でば23，28夕36および40～41期において著しい膨脹が認められ，とくに腱化

直前の膨脹は急激である（第4図）。ま池艀化直前反対に牧縮が起ることもま牝ではないが，

内圧の増大に抗しえす卵膜が破損したためであろう．膨脹の経過は30期頃までは前額腺の分

1）　卵嚢を除外した意味に用いる。
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をつづげているから（前述），その間まだ艀化しない胚の卵膜を外から軟弱化し膀化を促進

するに役立つことができる。これは無尾類で艀化のすんだものが吸盤で卵塊に粘着L密集す

る現象（柳井，1951）に相当するが，卵嚢は玖の実験によって示さ牝るように購化酵素を透

過しないであろうから多無昆類の場合よりはるかに敷果的である6

　実験1。中味を取萬し，アルブミン溶液を入れて両端をしばった卵嚢を蒸溜水中に喜くと

水を吸牧して膨脹し多アルブミンの透過しないごとを示す。

　実験2。同一卵嚢の胚60個を二分して，Aは卵嚢中に両端をしばって封入し多Bは取出し

て個々に分離しておくと多癖化め開きがAは4日。Bは12日。


